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Saim 留学生だより

サイム・アフメドさん
多文化共生の故郷
   私はトロントのすぐ西にある街、ミシサガ出身です。
かつては小さな町と見なされていましたが、時が経つにつれて
人口が増加し、巨大で、多様な文化が共存する大都市へと成長しました。ミシサガは普通の都市
ではありません。もともとは3つの村、2つの行政区（タウンシップ）、そしていくつかの農村集
落が一体となって誕生した街です。多様性があり、文化にあふれ、勤勉な人々がいるだけでな
く、私にとってはかけがえのない「故郷」でもあります。
ミシサガは「カナダの玄関口」としても知られています。国内最大級の空港であるピアソン国際
空港、ショッピングモールのスクエア・ワン、そしてリビング・アーツ・センターをはじめとす
る芸術イベントや多文化フェスティバルが開催される活気ある街です。さらに、トロント近郊の
経済拠点として質の高い生活環境を誇り、多くの人々にとって理想の居住地となっています。都
市としての力強さだけでなく、オンタリオ湖やクレジット川沿いの緑豊かな自然も魅力です。文
化や背景に関係なく、誰もが歓迎される街、それがミシサガです。

表現豊かな作り手たち
  ミシサガはあらゆる表現の中心地であり、それは街の至る所で見るこ
とができます。例えば、地元の人々に「マリリン・モンロー・タワ
ー」の愛称で親しまれている「アブソリュート・ワールド・タワー」
を見てください。これらのタワーは、ミシサガが持つ美しい表現力を
示す究極の例であり、従来の「箱型」の超高層ビルの常識を覆してい
ます。MADアーキテクツによって設計されたこのタワーは、各階が1度
から8度ずつ回転し、建物全体を包み込むような連続したバルコニーを
形成しています。50階と56階の2棟からなるこの建築は、角度によって
異なるシルエットを見せるまさに工学の傑作であり、ミシサガが美し
さと機能性を融合できる街であることを示しています。

コンクリートから職人技へ
しかし、こうした革新的な建築表現とは対照的に、カナダに来ると見逃
せない文化があります。それは木工文化であり、特にミシサガでは、そ
の文化が今も大切にされ続けています。かつてクレジット川はストリー
ツビルやエリンデールといった村の製材所を支え、この地域の発展を後
押ししました。その歴史は今も静かに息づき、芸術的な形で受け継がれ
ています。ミシサガには木工職人やアーティストのコミュニティがあ
り、手彫りのノミで木材を家具へと仕上げる技術を大切にしています。
リビング･アーツ・センターでは木工スタジオが賑わい、住民が伝統的
な技法と現代的なデザインを融合させながら作品を生み出しています。
急速な都市成長の中で、木の質感や木目、そして時間をかけて手作業で
作り上げるという文化が息づいているのです。トロント周辺を訪れる際
は、ぜひミシサガにお立ち寄りください。都市の景観と自然の美しさ、
その両方を楽しめる場所は他にありません。

サイム･アフメドさん

九州大学に在籍

アブソリュート・タワーズ

木工スタジオの様子
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